
高山市制施行８０周年記念

市民憲章制定５０周年を迎えるにあたり、記念式典を
開催しますので、ぜひお出かけください。

入場
無料

高山市民憲章制定50周年 記念講演会ご来場
いただいた方に
記念品として

チューリップ球根を
進呈します

※ロビーにて、フラワーコンクール入賞作品の写真展示や市民憲章制定の
経緯、これまでの市民憲章活動のあゆみを振り返る年表パネル展示をして
おりますので、ご覧ください。

申し込み不要、どなたでも入場いただけます

　高山市民憲章は、市制施行３０周年記念事業の一つとして昭和41年に制定されたもので、
「市民の願いを盛り込み、みんなでつくろう市民憲章」をモットーに、多くの市民の方々に呼
び掛けてつくられたものです。
　高山市民憲章は、すべての市民が明るくゆたかな生活をもとめていることを基本として、
市民の立場から市民の願いを市民全体で具現化していくための共通目標となるもので、市
民自らの手で民主的に制定されました。
　この憲章を具現化するために、高山市民憲章推進協議会が発足され、市民一丸となって
各種実践活動を行っています。

高 山 市 民 憲 章
わたくしたちは乗鞍のふもと　山も水も美しい飛驒高山の市民です

●たがいに信じ　助けあい　心のなかにもきれいな花を咲かせましょう

●環境をととのえ　きまりを守り　みんなのしあわせを大事にしましょう

●からだをきたえ　元気で働き　明るい豊かなまちをきずきましょう

●文化をたっとび　伝統を生かし　正しい教養を身につけましょう

●こどもを愛し　健やかに育て　夢と誇りをもたせましょう

1963年兵庫県生まれ。 
株式会社環境文化センター 設立後、 兵庫県立淡
路景観園芸学校 講師、 E&Gアカデミー大阪校 
講師を経て、現在 きびの森植物園 マネージャー、 
株式会社タカショー顧問。

演題

講師

「ガーデニングによる
　　花と緑があふれるまちづくり」

藤岡成介 氏
ふじ おか せい すけ

高山市民憲章推進協議会事務局
（高山市役所市民活動推進課内）
☎0577-35-3412

問合先

昭和４１年１１月１日制定

日　時 平成２８年１１月１４日（月）     
 　　　　　　１８：３０～２１：００ 
 　　　　　　１８：００　開場
場　所 高山市民文化会館　小ホール（昭和町1-188-1）
主　催 高山市民憲章推進協議会   
内　容 １８：００ 開場
 １８：３０ 開会
  市民憲章活動のあゆみ
 １９：００ フラワーコンクール表彰式
 １９：３０ 記念講演会（詳細は裏面をご覧ください）
 ２１：００ 閉会

高山市民憲章制定
５０周年記念式典
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こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼
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M
ail:fukushi@

city.takayam
a.lg.jp

障がい者差別に関わる相談窓口
■市福祉サービス総合相談支援センター（本庁1階） ☎35-3002
■県障がい者差別解消支援センター
　〒500-8385　岐阜市下奈良2-2-1　岐阜県福祉農業会館５階
　☎058-215-9747 FAX058-277-7217
　Mail:info@gifu-kaisho.jp

ご存じですか？地域相談員
　障がい者の身近な相談相手です。最寄りの相談員については、県障害福
祉課（☎058-272-8309）または福祉課（☎35-3356）にお問い合わせくだ
さい。また、県が発行する「岐阜県障がい者福祉の手引き」にも掲載されて
います。お気軽にご相談ください。

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

【
シ
リ
ー
ズ
４
】
精
神
障
が
い
が
あ
る
方
に
つ
い
て

　発達特性を踏まえた持続性のある連携支援を実現させるた
めに、各分野の強みを共有し、子どもの未来に有効な意思決定
がスムーズに行われるようシンポジウムを開催します。
期日　11月６日㈰
時間　午後１時30分～４時（開場は午後０時45分）
場所　こくふ交流センター（国府町広瀬町）
内容　第一部：基調講演「不登校・ひきこもりを生きる～やさしい発達特性論～」
　　　　　　　講師　高

たか

岡
おか

健
けん

さん（岐阜県立希望が丘こど
　　　　　　　も医療福祉センター児童精神科部長）
　　　第二部：パネルディスカッション
　　　　　　　「地域で育む子どもの未来～発達特性を踏ま
　　　　　　　えた切れ目なき支援とは～」
※参加料無料、事前申込不要です。

シンポジウム「子どものメンタルヘルスを考える」
社会復帰研究会40周年記念プレイベント須田病院岐阜県認知症疾患医療センター講演会＆映画上映会

「認知症介護の理解を深めよう」
期日　11月２日㈬
場所　市民文化会館小ホール（昭和町１）
内容　第一部：午後１時～（開場は30分前）
　　　◦講演「川柳で考える認知症」
　　　　講師　加

か

藤
とう

秀
ひで

明
あき

さん（医療法人生仁会須田病院院長）

　　　◦映画上映「徘徊  ママリン87歳の夏」
　　　第二部：午後５時30分～（開場は30分前）
　　　◦講演「ねぎらいの認知症介護」
　　　　講師　垣

かい

内
と

無
む

一
いち

さん（岐阜県認知症疾患医療センター専任医師）

　　　◦映画上映「徘徊  ママリン87歳の夏」
※参加料無料、事前申込不要です。直接ご来場ください。
※席に限りがありますのであらかじめご了承ください。

　市では、精神保健福祉士による「こころの健康相談」（カウンセリング）を無料で実施
しています（秘密は厳守します）。カウンセリングとは、あなたの感じたままに話し、困って
いる問題についてあなたの気持ちや考えをカウンセラーと一緒に整理していくことで具
体的な解決への糸口をみつけていく場です。
日時　10月25日㈫　午後１時30分～３時30分
申込方法　10月21日㈮までに TEL（予約制）

カウンセラー銅島裕子さん（ひだ高山整
形外科）に伺いました

Q：いやな気分を切り替えるには？
A：一度その空間から離れて、軽スポーツや
ヨガ、外出などを試してみてください。好
きな風景や音楽、香りを体験するなど、
五感・感覚に注意を向けてみましょう。

気分の切り替えがうまくいかない場合は
専門家に相談しましょう

問合先 健康推進課 ☎35⊖3160

問合先 医療法人生仁会須田病院医療相談室　☎72⊖2100問合先 須田病院岐阜県認知症疾患医療センター
☎72⊖2213（山下・大門）


